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福田貝塚（岡山県倉敷市）の岡山県立博物館寄託資料
_岡山理科大学博物館学芸員課程所蔵コレクションについて（３）
小林博昭・徳澤啓一・酒井雅代＊
岡山理科大学総合情報学部社会情報学科
＊鳥取県八頭郡智頭町教育委員会教育課
(2007年９月27日受付、2007年11月２日受理）
１．今回の紹介資料について
本遺跡では、1950年の第１次調査及び1951年の第２
次発掘調査において、縄文時代後期前葉の出土遺物が
検出されている（以下、「福田貝塚資料」という）。
「福田貝塚資料」は、独立行政法人文化財研究所奈良
文化財研究所（奈良市）、財団法人倉敷考古館（岡山
県倉敷市）が所蔵している。また、「福田貝塚資料」
の半数以上は、鎌木義昌が所蔵し、本学博物館学芸員
課程に受け継がれてきた(以下、「鎌木資料｣という）。
また、「貝塚の発見当時、西日本で珍しく、複元（原
文のとおり）可能な土器片が多量に採取されたため」
（鎌木1986）という記載がある。しかしながら、これ
までの整理作業の印象では、復元可能個体が僅少とい
わざるをえない。推測の域を出ないが、岡山県史編纂
事業等に伴って、復元個体を中心として、「鎌木資料」
の一部が所在不明になったと考えられる。
まずは、「岡山県史」に所収してある「鎌木資料」
の所在確認が先決と判断し、岡山県立博物館の寄託資
料を照会したところ､本資料と鑑遁する結果となった。
石膏によって復元処理と彩色が施されていたものの、
経年変化によって著しく汚濁･劣化した状態にあった。
本資料は、「岡山県史」をはじめとする文献に所収さ
れていない未発表資料である｡また､2006年10月１１日、
鎌木英子様から本学博物館学芸員課程に対して、「鎌
木資料」の図面及び写真等をご寄贈いただいた。
本稿では、本資料に関する写真資料とあわせて、岡
山県立博物館寄託資料を紹介することにしたい。
でロ縁端部が拡張･肥厚し､強く屈曲する。内面には、
屈曲部下方に稜を－段もち、底部は平底である。文様
は、口縁部と屈曲部直下に横位の沈線を３本施し、一
定間隔で途切れる沈線端部は、入り組み状・渦状に施
文される。胴部は３本１単位の沈線が縦横に伸びて、
縄文帯が磨り消される｡一部入り組み状に施文される。
縄文は単節縄文RLである。外面の空白部と内面は強い
研磨が確認できる｡磨消縄文帯に赤色顔料を塗彩する。
残存率は約1/2で、口径３００cm、器高180cm、底径
15.4cmを測る｡色調は､外面がにぶい黄榿色(l0YR6/4)、
内面が灰褐色（7.5YR4/8）、赤彩部が赤色(7.5R4/8）
を呈する。胎士は密。焼成は、良好である。
３．資料１と「山内資料」の接合可能性について
資料１は、「第１地点Ｉ区F3層」から検出されてい
る。さらに、寄贈された写真資料（写真１．２）を見
ると、資料１が「Ｉ区」トレンチの北壁真際で検出さ
れた様子が写し出されている。すなわち、山内清男が
発掘調査を行った「Ⅳ区」トレンチと隣接する出土分
布であることから、「山内資料」にも同一の個体別資
料が存在することも想像に難くない。そのため、「山
内清男考古資料」（泉1989）を照会することにした。
資料１と同じような「福田K2式土器」については、第
Ｖ群第16類として取り扱われている。このうち、９１９
は、口径・器形等を見ると、資料１と同一個体である
可能性がある。また、文様構成を見る限りでは、９１９
の出土分布は、資料１の文様と連続し、第１図ロ縁部
左端と接合する可能性がきわめて高い｡また､｢FK1S7｣、
つまり「FKISO7」の注記があるとおり、「Ⅳ区」トレ
ンチの中で、「１区南壁地点」の「下部貝層」から検
出されている。「１区南壁地点」は、資料１が検出さ
れた「Ｉ区」トレンチの北壁と表裏関係にあり、出土
分布もきわめて近接している。将来、「鎌木資料」の
整理作業の進捗にあわせて､資料１と919をはじめとし
て､資料間の接合可能性を検証する必要もあるだろう。
２．福田貝塚資料について
資料１（第１図１）
注記は「Ｉ－Ｉ－Ｆ－３」（以下、＿は空白の表記とす
る）と表記され、「第１地点第１区F3層」が出土分布
区分である。
資料１は、ロ縁部が開く植木鉢形の鉢で、本遺跡が
標識とされる「福田K2式土器」である。ロ縁部が平縁
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第１図福田貝塚遺物実測図（1/3）
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第２図資料１及び「山内資料」919の出土状態（1/100）（鎌木1986.泉1989抜粋一部改編）
写真１資料１の出土状態① 写真２資料１の出士状態②
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写真６資料１（岡山県立博物館寄託資料）③
写真３福田貝塚に関する写真資料の整理状態①
写真７資料１（岡山県立博物館寄託資料）④
写真４資料１（岡山県立博物館寄託資料）①
写真８資料１（岡山県立博物館寄託資料）⑤
附記寄贈された写真資料は、「鎌木用台紙」に糊付けされ
た状態で整然と整理されていた。写真４．５が同一の台紙、
写真６～８は、それぞれの台紙に貼付されていた。写真４～
８は、遺跡名「倉敷市福田貝塚」、所蔵（保管）者「鎌木義
昌」と記入され、原版所有「山陽放送」と記載してあった。
これは､撮影者の所属､フィルム等の保管者と推測されるが、
定かでない。また、撮影日時、撮影場所等の情報も欠落して
おり、今後の整理作業で明らかにしていかなればならない。写真５資料１（岡山県立博物館寄託資料）②
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